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故鎌倉昇教授著作目録

著 書

国民所得と資源(市村真一共著〉 弘 文 堂昭和26年(1951)9月

経済成長と計画編成 有 斐 閤昭和33年(1958)4月

価格・競争・独占 若干j 文 社昭和33年(1958)9月

金 融 経済の構造 意同 文 社昭和34年(1959)7月

日本経済論 有 斐 閣昭和40年(1965)4月

株入門(講談社現代新書) 講 談 社昭和40年(1965)5月

消費者ローン(中公新書) 中 央 公論社昭和41年(1966)5月

現代企業論 筑摩書房昭和41年(1966)6月

社会人のための近代経済学 日本経済新聞社昭和42年(1967)3月

再編成期の企業戦略 実業之日本社昭和43年(1968)6月

日 本の金融政策 東洋経済新報社昭和44年(1969)10月

編 著

金 融論選集 E 金融学 会昭和39年(1961)10月

演習近代経済学全 3巻(篠原三代平共編) 有 斐 閣昭軍国9年(1961)

金融経済講座全 4巻(館詔一郎共編) 東洋経済新報社昭和43年(19&8)

名著で考える現代の産業社会(武山泰雄共編〕 ダイヤモンド社 昭和44年(1969'6月

論 文

見返資金についてのー註解季刊理論経済学第2巻第 1号昭和26年(1951)1月

経済論叢第67巻第 6号 6月利子・所得及び雇用

有効需要と雇用 非有意的失業
についてり考察十 経済論叢第69巻第 2号昭和27年(1952)2月

我国国民経済計算表の分杭社
会会計の適用とその限界 季刊理論経済学第3巻第 2号 4月

シュ γベーターの資本主義論経済論叢第71巻第 5号昭和28年(1953)5月

官事寝室業と経済シλ テムの経済論叢第時第2号 8月

Involuntary Unemployment explained by Over-determinateness 

The Kyoto University Er;()削剛icReview V 01. 23. N o. 2. 10月
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会計学と経済学との交渉経済論叢第73巻第2号 昭 和29年(1954)2月

明!監 の測日幣i雌惜経済論叢第晴第1号 7月

Relative E伍 ne立cyof the Two Different Methods of 
Instrumental Variables Tech間四1R.吋o吋 No.33 昭和31年(1956)6月

号草竺霊箱詰LL五こ泊三ヤ経済論叢第時第2号昭制2年(附)9月

アメリカの消し費て信用月賦制度 銀行研究第 308 号 10月寺中心と

証券市場における資金吸収 インゲェストメント 第11巻第Z号 唱 和33年(1958)3月

アメ りカの証券金融経済論叢第81巻第3号 3月

要ま52ttFJ君主主111:呉乞経済研究第9巻第2号 4月

日本母国民所 得分析経済評論第7巻第 6号 6月

ア メリカの住宅金融 パンキング第 123 号 6月

オプション主逆指値 アメリカ
経済論叢第82巻第 1号 7月の証券投

日本の金融政策の特質バンキング第 128 号 11月

在庫と金融ー篠原教授の所説「
よせて L 福島大学商学論集第27巻第4号昭和34年(1959)3月

外部節約について経済成長の
一側面 経済論叢第83巻第3号 月

月

月

月

3

4

5

5

 

利子理論におけるストゥク分析 金融経済第 55 号

=ーロ 7 バ共同市場の諸問題 調査時報(伊藤忠 No. 114 

管理通貨制度の機能とその運用 経済評論第8巻第 5号

実物的利子理論と貨幣的利子理 京都大学経済学部創立
論一利子理論の理解のために 40周年記念経済学論集

発券制度についてパンキング第 135 号

巨大 企業の価格政策東洋経済秋季 号

金融資産の蓄積とそ の 効 果 金 融 学会報告

コス トインフレの暗 ν影 経 済 セ ミ ナ

アメリカの経済学界 経済 セミ ナー

No. 37 

No. 39 

月

月

月

月

月

月

5

6

9

9

M

ロ
「這いよるデフレ」の危険

ーアメリカ経済のはらむ簡題一 経済評論第9巻第 7号昭和35年(1田0)6 }j 

寡占の成立とインフレーション東洋経済夏 季 号

宮崎 義 氏に答える経済評論

6月

7月
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ドル防衛 政 策 と 米 国 経済

国際経世

日本経済分析と経済学

最近のアメリカ景気動向ーニュ
ーヨ ク経済通信

要

日出和36年(1961)1月

2月

3月

5月

6月

春季号

第 1巻第 9章

No. 58 

東洋経済

近代経済学講座

経済セミナー

9月

日月

II月

昭和37年(196?)1月

8月

9号

10月

10且

10月

11月

昭和38竿(1963)1月

1月

3月

4月

5月

4月

5月

6且

7且

8月

8月

昭和39年(1964)3月

5月

6)] 

号

と 供給

ロッパ共同市場の 将来

アメリ カ貿易政策の動向

金融 政策の功罪

E. E. C の教訓

貧困の悪循雰

折界 貿易の変容

インフレのかげに「はいよるデ
フレ」

企業集中の傾向と金融機関

経済 成長と金融

停滞の色濃い世界経済

金融 支配の実態

経要望量進国における輸出の不(一橋大学)経済研究第時第2号

経済成長と企業の資本構成

日本経済に於る輸出の課題

アベイラピィリティー理論の再
検討

わが国の金融一政 策

後進国貿易の停滞性東南アジア研究第 1 号

日本経済はインフレ体質か自 曲第E巻第8号

転 換期に生きる企業第1回関西財界セミナ記 録

金融支配の実態中央公論第79巻第3号

金融政策 C価崎土井会阻止しうるか経街セミナ No.95 

日本証券市場の 現実中央公論第79巻第 6号

第 3巻第4章

第 986 号

第 989 号

No. 73 

第 1005 号

第 1山 6 せ

秋季 号

第 4 0 巻

第 3巻第11号

第 178 号

No.l 8 0 

No 

第78"巻第3号

号

号

181 

6 

982 

第

特大

XVII 

第評

近代経済学講座

株弐短評

株式短評

経済セミナー

株式短評

株式短評

中央公論

工

中

エコノミスト

金融ジャーナル

バンキング

業

論

バ γ キング

中央公論

金融学会報告

公

短

Chamber 

式

央

株

需

ヨ
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プZLスりーダーシツプとは 演習近代経済学 2 

価格形成における予想の役割「
ついて 」 演習よ庁代経済学 2 

6月

先物価格と現物価格Cごついて 演 習 近 代 経 済 学 2 

流 通革命とは何か 演 習 近 代 経 済 学 3 

物価と国際収支経済セミナ No.9 7 

現代の 金 融 政 策経世政策講座3 第 5 車

成長金融にひそむ非合理性東洋経済 NO. 3 1 9 3 

市場構造の変化とマーケヮテ
ング イ放送朝日第 126 号

日

川

円

月

円

月

四

川

日

μ

同

月

日

A

6

6

6

7

7

m

u

 

転換を迫られる 企融政策中央公論第79巻第12号 12月

国 民 経済計算金融経済基礎コース No.8， 9 昭和4C年(1965)

転機に来た証券界証券マンスリ 第 173 号 1月

繊 維新法下の繊維産業の展望染色研究第9巻第 l号

公 社 債市場自由の契機バンキ γ グ第 203 号

社会資本の充実と貯蓄貯蓄時報 No. 6 3 

銀行は本来の機能を回復せよ 中央公論第80巻第6号

氷山の 角・山一証券問題に思う東洋経済

日本 の金融市場第四回都市銀行研集会講義集

経済白書の効用と限界エコノミスト第 4 3 巻

公債発行の前提中央公論第80巻第 9号

難かしい高成長の再現エコノミスト第 4 3 巻

金融政策の限界住友銀行経済月報 No. 200 

ベルヌ イの効用指標選択理
論の最近における発展(1)←

経済論叢第96巻第6号

月

月

月

月

月

用

月

月

月

月

月

1

2

3

6

6

7

8

9

m

叩

ロ

景気回復は楽観できない 私の
実業の日本第68巻第23号 12月みる日本経済の体質

日本経済の現状と展 望 静岡経済研究所経済月報 No.35 昭和41年(1966)1月

金利自由化の展開 方向経済セミナ No. 1 1 6 

流 通 革 命自己啓発

不況カルテノレと大企業の姿勢中央公論特 大 号

私鉄運賃の値上り婦人公論

新流 通 革 命 論中央公論春季号第14号

景気対策をめぐる諸問題 静岡経済研究所経済月報 No.37

月

月

月

月

月

月

1

1

2

3

3

4
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アシアの福祉開発における日本の役割 民主社会主義研究会議編

戦後日本経済演変的方向中国と日本 No. 76 

日本 経済分析と経済学経済セミナ

経済学の立場から経営学への助言 ピジネ λ

国際分業に於る日本の位置 湖

No. 121 

月

月

月

月

月

月

5

6

6

6

6

7

 
夏季 E

謀議煙室苦手事仁32実業白日本第69巻第M

競争 の日本的性格サンケイ・アド マγ スリ 9月

消費 者物価論マーケティング講座第2巻第21章 9且

ヨーロッハの企業再編成に学ぶ 実 業白 日本 第印 巻第23号 12且

ケススタディ「効率的集中東洋経済寡占特集号 12月
合併の条件J

欧 州における産業再編成 関西経済同友会委員会通報 12月

企業革 新 への道生産性 1 月 号昭和42年(1967)1月

物価の値上りをどうみるか D E 2 月 号 2月

ベイズの決定関整一選空理論市 経済論叢第99巻第2号
最近における発展(2)

「持ち株会社」反対論に反論する 実業の日本第70巻第 5号

2月

3月

]apanese Exports in the Nineteen-Fifties 

Theit Characteristics and Weaknesses 

The Kyoto Universιty Economic ReuieωVol. 37. No. 1 

産業講座ー寡占体制をどうみる
べきかー

日本経済研究セシタ 会報No.59

月

月

月

月

月

月

月

4

4

5

5

6

6

7

 

企苦塁審車Z喜ゑ三経済学日本経済研究センタ 会報 No.54 

成長 なくして福組なし生→産 性 5 月号

持株 会社檀想と独禁政策公正取引第 200 号

万国 博覧会と日本経済東洋経済 No. 3 2 7 8 

二重構造の解消に伴う問題点 日本経済新聞社私の日本経済論

拡謀長静岡県の輸出規模とそ 静岡経済研究所経済月報 No.54

当面の景気動向と日本経済の課題静岡経済研告所経世月報

物の 流れと資金の流れ経済論叢第100巻第3号

アジアにおける経済発展と回米
両国の役割 日米関係民間会議録

日

川

白

川

白

川

日

A

R

8

9

9

 



財政硬直化の根因とその打開策 経済セミナ No. 1 9 1 12月

高金利時代と日本の立場朝日ジャーブル Vo1.9， No. 52 12月

現鞍FSF1)価格決定と 金融経済基礎ヨ ス No.l 昭制3年(附

資 産選択の理論経論済叢第101巻第1号

賃金上昇のなかでの経営施策 HR series No. 7 1 

朝鮮動乱と高度成長自 由 3 月号

景気の先行きを考える 静岡経済研究所経済月報 No.61

ドルの将来と白木経済東洋経済第:1:195 号

経 済成長 E 金融金融経済講座第 1巻第l章

物価問題をどうとらえるか貯蓄時報 No. 7 6 

経済環境の変化と銀行のあり方 協和銀行調査月報 No. 1 6 2 

食管制度改革の方途エコノミスト第 4 6 巻

資本 自 由 化 と 企 業の前提

資本自由化と中小企業

資本自由化・再編成と独禁法

ナシ虫ナリズムの出発点

金 融機関の再編成

紳上月日産業界再編成への提案

特恵関税と輸出補償金融制度の
問題

(223) 91 

京都能率第 13 号 9月

第 3回京都財界セ S ナ 記事表 9月

実業の日本第70巻第20号 10月

潮 秋 季 号 10月

朝日ジャーナル Vo1.9， No 42 10月

]乱mp Vo1. 2， No. 5 10月

貿 易 人 No. 1 7 5 10月

1月

1月

3月

3月

3月

4月

7月

7}l 

8月

国際通貨不安の根拠は薄い企業実務 No. 1 0 3 9月

外資進出と日本の国際競争力 企業実務 No. 1 0 6 10月

アジア経済の諸問題日本経済研究センター会報No.91 11月

ニ クソン登場と日本経済企業実務 No. 1 0 7 11月

戦線入。組む金融 業界 政 経秋季号 11月

ガルプレイスの産業国家論批判 国民講座第4巻第8章 12月

業晶君が墓まれ右繊維産業の 東洋紡サーグノレ誌昭和44年 (1剛 1月

昭和44年の経済景気はどう展開
9一るか

新日 本 製 鉄 の 国 際競争力

日本 産業の展望東洋紡績

資本 自 由 化 と 産 業再編成

企業実務 No. 1 0 9 

実業の日本第72巻第6号

朝日ジャーナル Vo1.111，No.20 

Five Banks Review第 12号

月

月

月

且

1

3

5

7
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連 載

競争と独占 (1)~(司

貨 幣 論(J)~(的

経済講座 (1)~納

ヨロ v、通信 (1)吋 5)

日本経消論 (1)~M

企業革新への道(1)~(4)

やさい、経済学

歩積み・両建て預金

三重構造の解消過程

生産性上昇の道

金制体系の自由化

持ち株会社の提唱

低開発国問題のー側面

情報社会と企業

書 評

経蛍セミナー 1957.12ー 1958. 8 

静注寄セミナー 19o8. 10-1959. 3 

株式短評 1962. 9-1964. 7 

静岡経済研究所経済月報 1967. 1-1967. 5 

経済セミナ 1963. 4-1964. 3 

生産性ユ967. 1ー 1967. 4 

日本経済新聞

倉林氏の資金配分計画にヮいて 理論経済学第8巻第3，4号昭和33年(1958)2月

飯田経夫「経済成長と二重構造」理論経済学 昭和38年(1963)9月

中山伊知郎編「経済事典」 京都新聞夕刊昭和39竿(1964)5月

樋口午郎「銀行理論」 理論経済学第四巻第1号 11月

アメりカの挑戦日本経済新聞 昭和43年 (1968)6月

都留重人「現代経 済学1 日本経済新聞 昭和44年(1969)7月

辞典類執筆

経済学大辞典 ]-ill 

経済学辞典

体系金融大辞典

世界大百科事典

テープ講義

資本自由化をどう考えるべきか

東洋経済新報社昭和30午 (1955)

岩波書庖昭和40年 (1965)

東 洋 経済社昭和41年(1966)

平凡社昭和43年(1968)

昭和43年 (1968)11月



(225) 93 

資本自由化を自由に考えよう 12月

資本自由化雇用と賃金 昭和44年(1969)1月

なぜ国際通貨は揺れ動くか 日齢、通貨と弱し、通貨 2月

先進国としての日本経済 2月

体質改善を急ぐ金融界(1)ー銀行デパ ト論の是非 3月

体質改善を急ぐ金融界(均一サービス業務の後進性 4月

日本経済の未来を考える 5月

企業進出と東南アジア(ワコール社長，塚本幸ーとの対談)
国際化時代の経嘗者像 (3)- 5月

産業の情報化 5月

、かげり論、是非，国際高金利と日本 6月

100兆円経済への道(内田元亨との対談) 実現可能な将来ー 6月

新しし、景気循環の考え方 7月

未来を開発する経営(能村龍太郎との対談)一新製品開発集団 7月

講演・対談

日本経済の変型期壱分析する 経済セミナ

株臨品部砧髄号11護軍京都新聞

経 済白書目論理と現実経済セミナ

日本の役割(鎌倉昇・猪木正J
石川忠雄・関嘉彦・山本登)

読売新聞

過剰生産か需要不 足か経済セミナー

試練に立つ日本経済と政府の役割 ピジネス

成長企業の三コの条件(鎌;畠昇・
野田一夫) 中央公論

景気回復とこれからの企業
(鎌倉昇占部郡美・熊取各武) マネープラ Y新閣

員宰望者ま課長2賢官(鵠)毎日新聞

寡占化と独禁法(鎌童昇・脇村 守~ ，、弓 L

義太郎~~ /、ハ r

No 7 3 昭和37年(1962)8月

昭稚l38年 (1963)4月

No 9 8 昭和39年(1963)8月

昭和4口年(1965)7月

No. 1 1 0 8月

新年特大号昭和41年(1966)1月

第81巻第5号 5月

7月

昭和42年 (1967)1月

4月

実童青警戸と賃金(鎌倉昇・ 中央公論夏季 号 6月

自己資本の充実は必要か 日本経済研究センター会報第60号 7月

資本自由化と日本的経営東洋経済 No. 3 3 5 5 7月
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資 本自由化時代の日本の経営中央公論秋 季 号

4C年代の円本経済と証券市場

(鎌童昇・細金正人・藤野正三郎・松本和男)マネープラン新聞

来年の景気はどう動〈 Ef空空霊童第 6 9 号

8月

8月

12月

金融再編成への方向づけ財政金融ジャナル 昭和43年(1968)1月

最近の経済情勢と金融機関の課題 屋 根 3月

金問題と国際通貨体制(鎌宕昇・

松村善太郎・渡辺太郎・建元正弘) 中央公論第83巻第 5号 5月

国際収支はいつ改善するか(鎌倉昇・

安戸寿雄・武村忠雄・酉野知彦)静岡経済研究所経済月報 ~o. 63 5月

新しい証券市場を探る 日本経済研究セソタ 第8J号 6月

強まらね不況感ノ 国際収支の改善は早い

(鎌金昇吉野俊彦・宮崎勇西野知彦)信用金庫 第22巻第7号 7月

摩業シンポジウム 繁栄への道集約と多様化

(鎌倉昇・柳川正三・有田圃ニ吉岡政卒) 日本経済新聞 8月

イザナギ景気と国民生活公明新聞 11月

新年の景気はどう動く(鎌倉昇・

宮崎勇山田亮三・西野知彦) 静岡経済研究所経済月報 No. 70 12月

大阪経済 100年の歩みから(鎌倉昇・
市111忍阿部幸次郎 Chamber 第 210 号 12月

中小企業と未来学(鎌倉昇 小松左京)経営者会報第11巻第1号昭和44年(1969)1月

新時代を迎えた株式市場の基盤と展望 株式新聞 6月

(作成者鎌倉ぜミナール生一同)


